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ひかり         その 

 例年より少し多い雨を連れて、ゆっくりと春が訪れました。まだかまだかと待ちわびた桜も、よう

やく満開の時期を迎えています。新緑の鮮やかさと共に、窓の外の世界が輝きだす季節の到来です。 

 

そんな今年の春、晃の園は創立３０周年を迎え、『晃の園だより』は創刊２００号を迎えました。

３０年と２００号、決して小さな数字ではありません。この３０年間『晃の園だより』は、暮らしの

様子を伝えるツールとして、大勢の方に支えられながら発行を続けてくることが出来ました。 

 

職員たちは毎日様々な工夫をこらし、入居者様の暮らしに彩りを添えてくれています。そして“そ

んな様子を少しでも皆さんにお伝えしたい”という想いは、写真や文章に姿を変えてホームページ

やこの広報誌で紹介されることになります。そんな職員たちの工夫や想いがあるかぎり、『晃の園だ

より』は暮らしの様子を皆さんに伝える手伝いを、これからもずっと続けていきます。 

 

  

晃の園は３０年、晃の園だよりは２００号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

若菜ユニットの食堂は外の様子がよく見えます。そんな 

食堂の窓から外を眺めていた入居者様が「なにかいるよ」 

と教えてくださいました。 

色がとても綺麗な野鳥でした。その小さな訪問者は、何か 

を探すようにしばらく周辺を飛んでみたり、花をついばんだりしてい

ました。春の訪れを感じさせてくれた小さな来訪者でした。 

気分は喫茶店 お好きなものをどうぞ 

 お好きなスイーツを選べる喫茶を開催

しました。ケーキにプリンに桜餅など…楽

しみながらじっくり選んでいただいて、お

飲み物と一緒にゆっくりと味わっていた

だきました。いつもの馴染みの場所です

が、大きな気分転換ができました。 

 清響棟の裏で桜が咲き始めたちょうどその頃、桜の見える３階で

甘酒の振る舞いがありました。この企画が「お散歩がてら屋上へ行

って桜を見ようかしら…」そう考えていた皆さんの背中を強力に後

押ししてくれたのは言うまでもありません。 

お花見にいらっしゃいませんか？ 

君の名は？ 春を告げる小さな訪問者 

ポテトをスイートに 

 ユニットにある囲炉裏を使って、ダッチオーブン

でスイートポテトを作ってみました。 

ダッチオーブンで 

 まずは囲炉裏で炭の火おこしからスタート。

経験豊富な入居者様にも手伝っていただきま

した。鍋に材料を入れて、蓋の上に熱い炭を並

べたら後は待つだけ。出来上がったふんわりあ

ま~いスイートポテトは皆さんに好評でした。 

甘酒のお誘い 

期間中は大勢の方が訪れ、甘酒と桜の花を楽しん

でいかれました。『花より団子』ではないですが、

甘味のチカラを思い知らされた今回の企画でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼岸入りしてから、だんだん

と昼間は暖かくなって、昼間の

時間も長くなってきました。春

が確実に近づいてきています。 

今日は入居者様と一緒に、お

花の水かけを行ないました。ユ

ニットの花壇いっぱいに、綺麗

な花が元気に咲いています。 

 面会に来られたご家族の方が

「なかなか見つけに行くことも

ないだろうから」と土筆（つく

し）を届けて下さいました。土筆

は年に２回生えてくることや、

花粉症予防に食べる方がいるこ

となど、春のお知らせとともに

豆知識もいただきました。 

 

普 段 生 か 活 ら 

入居者様と一緒に、玄関にあ

るお雛様を見に来ました。綺麗

なお人形を見ているうちに『灯

りをつけましょ、ぼんぼりに～』

と一緒に歌ってしまいました。 

 他の入居者様は「私が持って

いるお雛様は御殿飾りだよ」と

笑顔で話されていました。 

私たちの暮らしは、なに

げない毎日の積み重ねで

できています 

胸ときめかせる 

新社会人の春 

この春に学校を卒業して、４月から駿

河会で一緒に働く仲間を紹介します。新

しいスタートに胸をときめかせる彼女た

ちの活躍に期待せずにはいられません。 

飯塚 梨穂(ﾘﾎ) 

趣味：ｷﾞﾀｰ、映画 

好きな言葉：先見

の明 

井ノ口 由貴(ﾕｷ) 

趣味：ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

好きな言葉：粒粒

辛苦（ﾘｭｳﾘｭｳｼﾝｸ） 

中西 彩(ｱﾔ) 

趣味：読書 

好きな言葉：反省はす

る、後悔はしない 

必死な姿を応援 高校野球に熱くなる！ 

『プロ野球も好きだけど、高校野球の方が面

白い』そう言い切る方も少なくありません。 

過酷な日程、そして負けたら終わりのトー

ナメント方式。いつでも必死な選手の姿に、熱

いものを感じ、夢中になるのは当然のことな

のかもしれません。応援に熱が入ります。 



 

社会福祉法人駿河会 特別養護老人ホーム晃の園 平成 29年 4月発行 

〒421-1311 静岡県静岡市葵区富沢 1542-39 

電話 054-270-1210 ホームページ：http://www.surugakai.net/hikari/ 

より快適にご利用いただくために 

 この春、晃の園ショートステイでは、これまで要望の

多かった個室利用への対応状況を改善するため、4人部

屋を改修して個室を 4部屋設けました。それぞれ独立し

た入口を持つこれらの個室は、すでにご利用が開始され

ており、ご好評をいただいております。 

 

 

 

 

ご希望の多い個室を増やしました 

晃の園ショートステイでお過ごしいただく時間を大切にします 

 この３月に駿河会では、地域にお住まいの方や関係事業

所の方、そして学生さんを対象とした見学会と相談会を開

催しました。私たち駿河会のこと。そして私たちが入居者様

と共に創り上げる暮らしの様子など、もっと知ってほしく

て、もっと想いを伝えたくて…そんな気持ちを込めての開

催でした。多数のご参加、ありがとうございました。 

 新しい個室では、全ての部屋

にテレビも設置されており、プ

ライバシー面の安心や静けさ

の提供と共に、より快適にお過

ごしいただけるよう工夫をし

ております。 

 

 

 

 

晃の園ショートステイ通信 

駿河会のことをもっと知ってください 


